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心
強
い
気
が
し
て
、い
ろ
い
ろ
お
話
し
す
る
こ
と
も
で
き
、満
足
感
い
っ
ぱ

い
。そ
し
て
駐
日
大
使
の
ジ
ャ
ン
ル
イ
ジ・べ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
氏
の
お
祝
い
の
言

葉
が
あ
り
、そ
の
あ
と
日
本
人
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
。民
謡
の
リ
ズ
ム
感
で
、

益
々
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
る
。つ
ぎ
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
！
私
は
お
話
し
た

い
方
々
が
い
ら
し
て
、高
知
か
ら
の
イ
タ
リ
ア
同
好
会
の
会
長
森
岡
俊
厚
様

は
オ
ペ
ラ
歌
手
と
い
う
こ
と
で
、大
変
興
味
深
い
話
に
夢
中
に
な
り
、テ
ー

ブ
ル
に
戻
っ
た
時
は
お
皿
は
全
て
空
っ
ぽ
!!
今
回
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
食

事
も
食
べ
そ
こ
な
っ
て・・・
。残
念
だ
っ
た
。で
も
様
々
な
方
々
と
出
会
い
が

あ
り
と
て
も
充
実
し
た
ひ
と
と
き
。大
使
は
私
の
こ
と
も
気
に
か
け
て
下

さ
り
と
て
も
恐
縮
!!
大
使
に「
是
非
一
緒
に
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ
う
」と

誘
っ
て
頂
い
た
お
陰
で
、良
い
思
い
出
の
写
真
が
。大
使
に
、是
非
札
幌

へ・・・と
お
声
を
掛
け
た
ら
、「
必
ず
行
き
た
い
」と
仰
っ
て
！
来
年
の
私
共

の
創
立
50
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
は
是
非
い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
!!!

　
昨
年
の
12
月
15
日
に
日
伊
協
会（
東
京
）創
立
80
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
が

イ
タ
リ
ア
大
使
館
で
行
わ
れ
、ご
招
待
を
受
け
て
久
々
の
大
使
館
を
訪
れ

た
。午
後
６
時
30
分
か
ら
の
祝
賀
会
だ
が
６
時
15
分
か
ら
し
か
大
使
館
の

玄
関
ド
ア
ー
は
オ
ー
プ
ン
し
な
い
と
い
う
。寒
い
外
で
の
長
待
ち
は
辛
い
の

で
、時
間
厳
守
と
気
を
も
み
な
が
ら
タ
ク
シ
ー
で
駆
け
付
け
た
。早
す
ぎ
て

５
時
40
分
に
到
着
！
門
の
前
に
は
ま
だ
誰
の
人
影
も
な
い
！
少
し
散
歩
で

も
し
よ
う
と
周
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
。そ
し
て
再
び
大
使
館
の
門
に
戻
る
と
女

性
が
ひ
と
り
タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
て
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
き
た
。暗
が
り
の

な
か
、初
対
面
だ
っ
た
が
勇
気
を
出
し
て
言
葉
を
掛
け
た
。「
あ
な
た
も
日

伊
協
会
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
な
さ
る
の
で
す
か
？
」彼
女
に
は
初
対
面

と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
お
人
柄
に
親
近
感
を
覚
え
、私
は
と
て
も
は
し
ゃ
い
で
お

喋
り
。彼
女
は
奈
良
の
秋
篠
音
楽
堂
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、そ
し
て
お
馴
染
み

の
日
本
ト
ス
テ
ィ
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
行
委
員
長
で
奈
良
日
伊
協
会
の

副
会
長
の
吉
川
朋
子
様
で
し
た
。

　
い
よ
い
よ
門
が
開
き
中
に
入
る
と
名
前
の
チ
ェ
ッ
ク
。よ
う
や
く
玄
関
に

辿
り
着
き
、入
っ
た
途
端
に
、今
ま
で
４
回
ほ
ど
大
使
館
に
伺
っ
て
い
る
が

ま
た
違
う
雰
囲
気
。大
使
が
変
わ
る
た
び
に
お
部
屋
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

り
、調
度
品
、絵
画
の
数
々
、装
飾
品
、お
料
理
ま
で
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
コ
ッ

ク
さ
ん
持
参
で
の
お
も
て
な
し
。そ
の
都
度
、違
う
コ
ッ
ク
さ
ん
の
お
料
理

を
頂
く
の
も
来
訪
す
る
楽
し
み
の
一つ
。

　
来
客
は
70
人
位
の
集
ま
り
。挨
拶
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
ウ
エ
ル
カ
ム

ド
リ
ン
ク
片
手
に
、日
伊
協
会
の
会
長
の
島
田
精
一
様
の
ご
挨
拶
。創
立
80

周
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
し
み
じ
み
と
伝
え
て
下
さ
っ
た
。島
田
会
長
は
元

東
京
二
期
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
、私
と
し
て
は
と
て
も

日伊協会（東京）創立80周年記念パーティーに参加して
　　　　　　　　　　　　　　　　　三部安紀子（会長）

トリコローレにライトアップされた大使館

ジャンルイジ・ベネデッティ大使と 日伊協会(東京)島田精一会長と

右から：ジャンルイジ・ベネデッティ駐日イタリア大使、三部会長、
森岡イタリア同好会高知会長、寺田大阪日伊協会事務局長、湯浅日伊協会事務局長
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参
加
者
は
28
名
、関
連
す
る
北
海
道
Ｅ
Ｕ
協

会
・
北
海
道
ス
ペ
イ
ン
協
会
・ア
ル
テ
ピ
ア
ッ

ツ
ァ
美
唄
等
か
ら
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
久
々

の
対
面
式
サ
ロ
ー
ネ
で
し
た
。こ
こ
で
改
め
て
サ

ロ
ー
ネ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。以

下
の
写
真
や
文
章
は
当
日
配
布
さ
れ
た
柴
橋

氏
の
資
料
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

　
T
Ｋ
Ｐ
札
幌
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

　
２
０
２
３
年
３
月
18
日（
土
）午
後

　講
師
紹
介

　
柴
橋
伴
夫
氏
　（
詩
人
・
美
術
評
論
家
）

近
刊
　　第

一
部
　オ
ペ
ラ「
蝶
々
夫
人
」

舞
台

作
曲

影
響

問
題
点

上
演
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
二
部
　安
田
侃
の
舞
台
美
術

●
彫
刻
家
と
し
て

　
美
唄
市
出
身
の
氏
は
１
９
７
０
年
、25
歳
で

渡
伊
。ロ
ー
マ・ア
カ
デ
ミ
ア
美
術
学
校
で
学

び
、以
後
、大
理
石
の
産
地
の
ピ
エ
ト
ラ
サ
ン
タ

に
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、大
理
石
と
ブ
ロ
ン
ズ
に
よ

る
彫
刻
の
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。（ARTE 

PIAZZA BIBAI

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
資
料
と

し
て
使
用
）　

●
舞
台
美
術
へ
の
デ
ビ
ュ
ー

　
プ
ッ
チ
ー
ニ
財
団
が
新
機
軸
と
し
て
氏
に
オ

ペ
ラ「
蝶
々
夫
人
」の
舞
台
美
術
を
依
頼
。氏
の

舞
台
美
術
は
２
０
０
０
年
の
プ
ッ
チ
ー
ニ・フ
ェ

ス
テ
ィ
バル
で
上
演
さ
れ
、２
０
０
１
年
の
日
本

上
演
に
繋
が
っ
て
ゆ
く
。

●
コ
ン
セ
プ
ト

　
氏
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、虚
飾
は
不
要
で
只
々

大
河
の
様
に
流
れ
る
音
に
自
由
の
翼
を
付
与

さ
せ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
。ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
に

も
一
切
重
ね
ず
、精
神
世
界
、愛
と
死
を
し
っ
か

り
支
え
よ
う
と
し
た
。そ
の
為
に
氏
が
自
ら
の

知
と
美
を
注
ぎ
込
ん
だ
幾
つ
か
の
抽
象
彫
刻

（「
意
心
帰（
い
し
ん
き
）」（
卵
の
様
な
形
の
彫

刻
、大
雨
に
よ
る
土
石
流
の
犠
牲
と
な
っ
た
子

供
の
慰
霊
碑
）、「
翔
生
」、「
天
聖
」、「
天
モ
ク
」）

は
世
界
中
に
拡
が
っ
た
。

●
空
間

　
氏
の
舞
台
美
術
の
空
間
は
禅
の
よ
う
な
厳

粛
な
雰
囲
気
が
立
ち
込
め
る
。彫
刻
た
ち
が
幽

玄
な
る
宇
宙
に
置
か
れ
た
石
と
な
り
、目
に
見

え
な
い
神
仏
と
の
約
束
を
意
味
す
る
言
葉「
幽

契
」と「
天
聖
」「
天
モ
ク
」が
垂
直
に
立
つ
聖
な

る
場
で
、愛
す
る
我
が
子
の
た
め
に
蝶
々
さ
ん

は
命
を
捧
げ
、名
誉
を
守
り
、犠
牲
的
愛
の
崇

高
さ
を
見
る
人
の
心
に
響
く
神
秘
的
な
時
間

と
空
間
を
安
田
侃
氏
の
彫
刻
が
開
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(M
ostly Classic 

２
０
０
５
年
２
月
号 

柴

橋
氏
の
記
事
を
資
料
と
し
て
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　第
三
部
　懇
親
会

　
北
海
道
日
伊
協
会
の
三
部
会
長
と
北
海
道

ス
ペ
イ
ン
協
会
の
南
会
長
か
ら
ご
挨
拶
。

　
　
　
　
　
　
　
総
合
司
会  

米
倉
副
会
長

　
　
　
　
　
　

              

　　コロナ以来の久々の対面サローネ
「オペラ『蝶々夫人』と安田侃の舞台美術」
　　  　　　　　　　　　　　　　寺鍛冶博史（理事）

・ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
Ⅱ 

美
の
散
歩
道
一
、イ

タ
リ
ア・
南
仏
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス・パ
リ
紀

行・ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
Ⅲ 
美
の
散
歩
道
二
、オ

ラ
ン
ダ
、ベ
ル
ギ
ー
、プ
ラ
ハ
紀
行
な
ど（
２

０
２
３
年
秋
）＊

・ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
Ⅳ 

美
の
散
歩
道
三
、ス

ペ
イ
ン
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
紀
行（
２
０
２
３

２
０
２
４
年
夏
）＊
　
　
　
＊
ど
ち
ら
も

刊
行
予
定

明
治
時
代（
１
８
９
０
年
代
）の
長
崎

ジ
ャ
コ
モ・
プ
ッ
チ
ー
ニ（
イ
タ
リ
ア
、

ル
ッ
カ
市
に
記
念
館
あ
り
）

海
軍
士
官
ピ
エ
ー
ル・ロ
チ「
お
菊
さ

ん
」を
歌
劇
化
、19
世
紀
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ

ム原
作
　
米
国
作
家
ジ
ョ
ン・ロ
ン
グ
　

１
８
９
８
年「
蝶
々
夫
人
」を
舞
台
化

日
本
人
の
描
き
方
に
限
界
あ
り
、植
民

地
主
義
と
女
性
蔑
視

・イ
タ
リ
ア
　
ミ
ラ
ノ
ス
カ
ラ
座
で
１
９

０
４
年
に
初
演
、駐
伊
大
使
大
山
夫
人

か
ら
情
報
収
集

・イ
タ
リ
ア  

ト
ッ
レ・デ
ル・ラ
ー
ゴ
で

１
９
３
０
年
来
毎
年
７
〜
８
月
に
プ
ッ

チ
ー
ニ
音
楽
祭

・
札
幌
　hitaru

に
て
２
０
２
１
年
２

月
、北
海
道
二
期
会
・hitaru 

と
の
共

催
で
開
催
さ
れ
大
成
功

・ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
25
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
に
、プ
ッ
チ
ー
ニ・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
蝶
々
夫
人
役
の
ド
ナ
ー
タ・ダ
ン
ヌ
ン

ツ
ィ
オ・ロ
ン
バル
デ
ィ
さ
ん
出
演
。

(YouTube

で
動
画
あ
り
、２
０
１
７
年

10
月)

・２
０
０
１
年
８
月
東
京
文
化
会
館
に

て
、安
田
侃
氏
が
舞
台
美
術
を
手
掛
け

た
オ
ペ
ラ「
蝶
々
夫
人
」を
日
本
で
初
公

演
。
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第10回オンラインサローネ『日本人の知らないアブルッツォ州～その伝統と風景』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菅原明子（理事）

第
10
回
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ー

ネ
が
、２
月
21
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。講
師
の
マ
リ
ア
ン

ナ・チ
ェ
ス
パ
さ
ん
が
、帰
省

中
の
オ
ル
ト
ー
ナ
か
ら
ラ
イ

ブ
配
信
し
、ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ

州
の
豊
か
な
自
然
、地
方
な

ら
で
は
の
景
観
、脈
々
と
流

れ
る
伝
統
等
を
説
明
し
ま

し
た
。(
受
講
19
名
。う
ち
一

般
６
名)

【
位
置
】ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州

(

州
都
：
ラ
ク
イ
ラ)

は
、ア
ド

リ
ア
海
に
面
し
た
中
部
イ

タ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
る
。

ロ
ー
マ
ま
で
は
車
で
３
時

間
。バ
ス
が
30
分
毎
に
運
行

し
て
い
る
。ア
ペニ
ン
山
脈
越

え
を
す
る
電
車
は
５
時
間

程
か
か
る
の
で
お
勧
め
で
き

な
い
。

【
歴
史
】中
世
に
は
シ
チ
リ

ア
王
国(

次
い
で
ナ
ポ
リ
王

国)

の
統
治
下
に
あ
っ
た
の

で
、歴
史
的
・
文
化
的
に
南

イ
タ
リ
ア
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
る
。１
９
６
４
年

以
前
、ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州
と

モ
リ
ー
ゼ
州
は
一つ
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
昔
の
文
献
で
は

Abruzzi(Abruzzo

の
複

数
形)

あ
る
い
はAbruzzi 

e M
olise

と
表
記
さ
れ
て

い
る
。

【
著
名
な
出
身
者
】作
曲
家

Ｆ・Ｐ
ト
ス
テ
ィ
や
、彼
の
作

品
に
影
響
を
与
え
た
詩
人

Ｇ・ダ
ン
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
が
い

る
。オ
ル
ト
ー
ナ
に
あ
る
ト

ス
テ
ィ
劇
場
で
２
年
毎
に
コ

ン
ク
ー
ル
が
開
か
れ
、奈
良

の
日
本
ト
ス
テ
ィ
協
会
が
選

出
す
る
日
本
人
も
参
加
す

る
。毎
年
８
月
末
に
行
わ
れ

る“

ト
ス
テ
ィ
ナ
イ
ト”

で

は
、１
９
２
０
年
代
を
再
現

し
た
歌
や
踊
りLa M

ag-
giolata

が
披
露
さ
れ
る
。

【
方
言
】ア
ブ
ル
ッ

ツ
ォ
方
言
は
、現
代

イ
タ
リ
ア
語
の
な

ま
り
と
言
う
に
は

違
い
が
大
き
い
。特

徴
と
し
て
単
語
も

異
な
っ
て
お
り
、ど

ち
ら
か
と
言
う
と

ナ
ポ
リ
方
言
や

プ
ー
リ
ア
方
言
に

近
い
言
語
で
あ
る
。

所
有
形
容
詞
が
名

詞
の
あ
と
に
配
置

さ
れ
る
な
ど
文
法

的
な
違
い
も
あ
る
。

マ
リ
ア
ン
ナ
さ
ん
も

子
供
の
頃
、祖
父
母

の
話
が
親
の
通
訳

な
し
に
は
理
解
で

き
な
か
っ
た
経
験
が

あ
る
と
い
う
。

【
見
ど
こ
ろ
①
海
岸

線
】沿
岸
に
は
、こ

の
地
方
特
有
の
ト

ラ
ボ
ッ
コ Trabocco 

と

呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
漁
の

仕
掛
け
小
屋
が
点
在
し
て

い
る
。最
近
こ
こ
を
改
装
し

た
レ
ス
ト
ラ
ン
が
増
え
て
お

り
、予
約
が
取
れ
な
い
程
の

人
気
だ
。ま
た
、海
岸
線
を

走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

La Via verde

が
整
備
さ

れ
、自
転
車
好
き
が
集
ま
る

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。ど

ち
ら
も
テ
レ
ビ
で
た
び
た
び

紹
介
さ
れ
、全
国
的
に
ア
ブ

ル
ッ
ツ
ォ
へ
の
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
る
。

【
見
ど
こ
ろ
②
国
立
公
園
】

ア
ペニ
ン
山
脈
と
ア
ド
リ
ア

海
の
あ
い
だ
に
位
置
し
、丘

陵
地
が
広
が
る
州
内
に
は
、

４
つ
の
大
き
な
国
立
公
園

が
あ
る
。そ
の
う
ち
の
一つ
、

マ
ジ
ェ
ッ
ラ(M

ajella)

国
立

公
園
は
、冬
に
は
眼
下
に
ア

ド
リ
ア
海
を
眺
め
な
が
ら

ス
キ
ー
を
楽
し
め
る
場
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

【
見
ど
こ
ろ
③
お
城
】ロ
ッ
カ

ス
カ
レ
ー
ニ
ャ
城(Castello 

di Roccascalegna) 

や
、

映
画
の
舞
台
と
し
て
度
々

登
場
す
る
ロ
ッ
カ・カ
ラ
ッ

シ
ョ
城(Castello di 

Rocca Calascio)

、イ
タ

リ
ア
王
国
最
後
の
王
が
国

外
逃
亡
す
る
直
前
に
滞
在

し
た
ア
ラ
ゴ
ネ
ー
ゼ
城

(Castello Aragonese)

が
有
名
。ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も

あ
る
。

【
見
ど
こ
ろ
④
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
】近
年
人
気
を
集
め
て
い

る
の
が
、ス
ル
モ
ー
ナ・イ
ゼ

ル
ニ
ア
間
を
走
る
蒸
気
機

関
車
。雪
の
中
を
走

る
様
子
が
シ
ベ
リ
ア

を
横
断
す
る
鉄
道
に

似
て
い
る
事
か
ら
、

イ
タ
リ
ア
の
シ
ベ
リ

ア
鉄
道(La Tran-

siberiana d'Ital-
ia)

と
呼
ば
れ
て
い

る
。ア
ペニ
ン
山
脈
を

縦
断
す
る
風
光
明

媚
な
鉄
道
ル
ー
ト
で

あ
り
、沿
線
の
町
で

は
年
間
を
と
お
し
て

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、伝
統
的
な
文
化

や
音
楽
・
料
理
等
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。将
来
的
に
は
、

ロ
ー
マ
か
ら
ア
ド
リ

ア
海
に
抜
け
る
路
線

の
運
航
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

【
名
物
】イ
タ
リ
ア
の

他
の
地
域
で
は
馴
染

み
の
な
い
羊
肉
を

使
っ
た
ア
ッ
ロ
ス
テ
ィ
チ
ー

ニ(Arrosticini

羊
の
串
焼

き)

や
、ギ
タ
ー(chitarra)

の
よ
う
に
弦
を
張
っ
た
道

具
で
作
る
断
面
が
正
方
形

の
パ
ス
タ・ 

ア
ッ
ラ・キ
タ
ッ

ラ(Pasta alla chitarra)

は
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
っ
子
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
。ま
た
、ア
ー
モ

ン
ド
の
粉
を
使
っ
て
焼
き
上

げ
た
パ
ロ
ッ
ツ
ォ(Parroz-

zo)

や
、３
つ
の
山
を
模
し
た

ケ
ー
キ
の
ト
レ
モ
ン
テ
ィ

(Tre m
onti)

、コ
ン
フ
ェ
ッ

テ
ィ(Confetti

ア
ー
モ
ン
ド

を
砂
糖
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し

た
菓
子)

な
ど
も
ア
ブ
ル
ッ

ツ
ォ
の
名
物
。特
に
コ
ン

フ
ェ
ッ
テ
ィ
は
お
祝
い
事
の

時
に
配
ら
れ
、結
婚
式
に
は

白
、男
子
誕
生
な
ら
水
色
、

女
子
誕
生
な
ら
ピ
ン
ク
と
、

お
祝
い
に
応
じ
て
色
を
選
ぶ

の
が
伝
統
だ
。

〈
質
疑
応
答
〉

①
日
本
に
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
料

理
の
お
店
は
あ
り
ま
す
か
？

▼
東
京
・西
早
稲
田
に「
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア・ダ
イ・パ
エ

ザ
ー
ニ
」と
い
う
お
店
が
あ

り
ま
す
。

②
パ
ス
タ・ア
ッ
ラ・キ
タ
ッ

ラ
は
日
本
で
も
手
に
入
り

ま
す
か
？

▼
東
京
の
イ
タ
リ
ア
食
材

専
門
店
に
あ
り
ま
す
。

③
イ
タ
リ
ア
の
名
門
貴
族
・

フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
家
に
嫁
い
だ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
王
妃
・マ
ル

ゲ
リ
ー
タ
が
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ

で
ワ
イ
ン
造
り
に
身
を
捧
げ

た
と
の
事
で
す
が
、今
で
も

そ
の
畑
は
あ
り
ま
す
か
？

▼
は
い
。一
族
が
住
ん
だ
家

も
残
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州
の
見
ど

こ
ろ
ト
ッ
プ
10
」の
サ
イ
ト

で
州
内
の
名
所
・
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

https://w
w
w.you-

tube.com
/w
atch?v=0

0L-JSykD
nE




